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１. 緒言               

 

 平成 30年 12月に行われた総合科学技術・イノベーション会議において、AI活用能力取得を目

的とした教育システムの改革が組み込まれた AI戦略が提示された。内容としては、「グローバル

エキスパート教育」、「エキスパート教育」、「リテラシ－教育」と３つの段階に応じた教育シス

テムが設けられた 1)。その中でも、AI時代に身につけておくべき素養の取得を目指す「AIリテラ

シー教育」は、小・中・高・大学の教育カリキュラムと密接に関係しており、今後各学校における

カリキュラムの再構築が求められる。また、中学校学習指導要領（平成 29年度告示）総則編の総

説では、改訂の経緯として“こうした社会の変化の一つとして、人工知能（AI）の飛躍的な進化

を挙げることができる。人工知能が自ら知識を概念的に理解し、思考し始めているとも言われ、 

雇用の在り方や学校において獲得する知識の意味にも大きな変化をもたらすのではないかとの予

測も示されている。”と記載されており、AIに関する知識の習得が求められると共に、新たな力

の育成が重視されている 2)。 

 また、中学校学習指導要領解説（平成 29 年度告示）技術・家庭編の技術分野「Ｄ 情報の技術

（４）」の解説には、“生活や社会における人工知能の活用について、人間の労働環境や安全性、

経済性の視点から、その利用方法を検討するなど、研究開発が進められている新しい情報の技術

の優れた点や問題点を整理し、よりよい生活や持続可能な社会の構築という観点から、未来に向

けた新たな改良、応用について話し合わせ、利用者と開発者の両方の立場から技術の将来展望に

ついて意思決定させて発表させたり、提言をまとめさせたりする活動が考えられる。”と主な学

習活動における題材として人工知能が例として設定されている 3)。 

 平成 31 年３月に行われた統合イノベーション戦略推進会議において、小・中・高等学校におい

て AIリテラシ－の育成に向けた具体的な取り組みが示された。その内容として、“AI リテラシー

の基礎となる実習授業の実施や確率・統計・線形代数等の基盤を習得する教材の導入による高校

における教育の充実、多様な ICT 人材の登用や生徒一人一人が端末を持つ環境の整備”など教育

環境（学校の指導体制等）の整備が挙げられている 4)。                               

 小・中・高校において基礎的学力や情報活用能力、AIに関する基礎能力を身につける必要があ

り、それらは AIリテラシーの基盤であることが示された。 

 以上より、これからの時代を生き抜くために必要な資質・能力を備えるために、子どもたちは

AIに関する確かな知識を獲得し、それらを活用する方法を学習するべきであるが、そのような資

質・能力を獲得するための具体的な学習内容や指導方法等は明示されていない状態である。 
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 そこで、本研究の目的は、技術分野において、AIについて適切に理解を支援するための学習内

容を社会的な背景と先行研究の調査を通し選定すると共に、指導過程を検討し授業実践を通して

教育的効果を検証することとした。 

 

２. AI を題材とした学習内容 

 

2-1 学習内容の選定 

(1)高等学校「情報」における AIの扱い 

 AI についての学習内容を検討する際、最初に高等学校における AI の取り扱いを調査すること

とした。高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説情報編における「情報Ⅰ」では、“人工知

能などの発達により人に求められる仕事の内容が変化していくことなど”について取り扱う。ま

た、“人工知能やロボットなどの情報技術の補助を受けたときに人に求められる仕事がどのよう

に変わるか考える力”、“情報社会をよりよくする方法について提案する力”を養うことを目指

している。さらに、「（３）コンピュータとプログラミング」では、“画像認識や音声認識およ

び、人工知能などの既存のライブラリを組み込んだり、APIを用いたりする学習活動”が考えられ

ている 5)。 

 前述同書「情報Ⅱ」では、“情報技術の発達によっておこる人の役割や仕事の変化および、人

に求められる資質・能力の変化について考える力”を養うことを目指している。「（３）情報とデ

ータサイエンス」では、“人工知能による画像認識、翻訳など、機械学習を活用した様々な製品

やサービスが開発されたり、新たな知見が生み出されたりしていること”を理解できるようにす

る。さらに、機械学習の技術を用いた人工知能の判断の精度を上げるために、“目的に応じてど

のようなデータを用意すればよいかを考える力”を養うことも考えられている。「（４）情報シ

ステムとプログラミング」では、これらの内容と関連付けて扱うようにすると共に、「（５）情報

と情報技術を活用した問題発見・解決の探究」では、例えば“人工知能の発達による社会や生活

の変化について多角的に検討し、その効果や影響についてまとめ、人間に求められる能力の変化

や、社会で必要とされる新たな職業について提案する”などの学習活動が示されている 6)。  

 これらをまとめると、高等学校「情報」では、「AI の発達に伴う職業形態の変化」、「AI技術

を用いたプログラミング」、「AIが生活において果たす機能について」、「AIの学習方法（機械

学習）」が学習内容として示されている。また、目的に応じた AI活用能力が求められている。 

 

(2)先行研究の調査 

 発達段階における AIに関する先行研究を調査し、これらから学習内容を選定するための基本的

知見を得ることとした。 

 伊藤（2019）7)らは、技術分野の「Ｄ 情報の技術」（２）において、人工知能に関わる技術で

ある「機械学習」を用いた物体認識アプリケーションの開発および、機械学習を経験することに

よって、AIの活用について考えるために必要な知識を習得するための授業提案を行っている。 

 広瀬ら（2019）8)は、中学校技術・家庭科技術分野における、人工知能の取り扱いに関する提案

を行っている。ここでは、AIの仕組みを理解するための教材として、ディープ・ラーニングを用

いた教材を開発し、その教育的有用性を検証している。 

 後藤ら（2019）9)は、機械学習を利用したプログラミング教材を開発し、生徒はプログラミング
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を通じて、ネットワークを介する人工知能を用いた計測・制御の動作を確認する授業を展開して

いる。 

  在間ら（2019）10)は、大学生を対象に、AI技術の理解の程度を調査すると共に、「AIが活用された

製品」、「AIを活用することのメリット」、「AIが社会をどのように変えるか」の学習を通して、大

学生が AIをどのように捉え直すかを調査・確認している。 

  以上の先行研究より、共通する学習内容として、「機械学習もしくはディープ・ラーニングと

いった AI の仕組み（学習方法）」、「AI の活用方法」、「AI の活用によるメリット・デメリッ

ト」、「AIの未来」が学習内容として挙げられている。また、AI を題材として取り上げる際に、

プログラミングなどの体験的な活動を中心とする授業実践が多いことが分かる。 

 

(3)選定した学習内容 

 高等学校の情報科の学習内容と先行研究における学習内容をまとめると、「AIの捉え方」、「AI

活用の利点欠点」、「AI の学習方法（機械学習、ディープ・ラーニング）」、「AIがサービスに

おいて果たす機能」、「AIがもたらす影響」、「AIの機能の活用事例」、「身近な AIについて」、

「未来の職業形態の変化」、「AIの活用方法」、「AIのプログラミング」について取り扱うこと

が示された。 

 そこで、中学校の発達段階における学習内容の難易度を考慮して、①「AIの捉え」、②「AIの

学習方法（機械学習）」、③「AI活用のメリット・デメリット」、④「AIの機能」、⑤「これか

らの未来と AIとの関わり方」を学習内容として選定した。 

   

2-2 AI を題材として学習する内容 

(1)AI の捉え 

 平成 28 年度版情報通信白書によると、AI の定義は研究者によって様々である 11)。その背景と

して、まず、そもそも「知性」や「知能」自体の定義が曖昧なことから、人工的な知能を定義する

こともまた困難である事情が指摘されている。 

 このような事情をふまえ、本研究においては、中学生を対象とすることを念頭に、「AIを知的

な機械、特に、知的なコンピュータプログラムを作る科学と技術 11)」と定めて学習を展開した。 

 現在、AIは様々な場面で活用されており、私たちの身近にあるものである。一般的に、AIを搭

載した製品を指す場合が多く、AIそのものを理解することは容易ではない。そこで、AIが搭載さ

れている身近な製品を例にその中で AIの役割を考えさせることとした。 

 

(2)AI の学習方法(機械学習) 

 今回の授業実践では、AIの学習方法として機械学習を取り上げる。 

 本実践では、“機械学習とは、コンピュータが数値やテキスト、画像、音声などの様々かつ大

量のデータからルールや知識を自ら学習する（見つけ出す）技術のことである 12)”と定めて学習

を展開した。 

 また、機械学習の主な活用事例として以下の例を紹介した。消費者の一般的な購買データを大

量に学習することで、機械学習により消費者が購入した商品やその消費者の年齢や性別、居住地

などよく似た属性の組み合わせを持つカスタマーズを分類し、アルゴリズムで購入情報や閲覧情

報を学習させることで消費者に適したおすすめ商品を提示することが可能になることを指導し
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た。 

 

(3)AI の機能 

 AIの機能として、主に「識別」、「予測」、「実行」の３つの領域に分類される。AIが仕事を

するときは、これらの機能を複数組み合わせて処理していくことを指導した 13)。 

 「識別」とは、例えば画像を読み込むことで自動的に「整理」や「仕分け」をしたり、機械の故

障原因を画像から「検出」したりする、などの機能が含まれる 14)。 

 「予測」とは、字のごとく、商品の売り上げを「予測」したり、消費者が求めそうな商品を「予

測」して紹介したりする、などの機能が含まれる 14)。 

 「実行」とは、画像データより「デザイン」を考案したり、ゲームの攻略方法の「最適化」を図

ったりする、などの機能が含まれる 14)。 

 上記のものは各機能を単独で使用しているが、次のものはそれらの機能を複合して活用してい

る。例えば、車両の自動運転は、画像認識と音声認識から得られた情報に、車両の運行情報・地

図情報・位置情報などの他の情報を加えて、車両がおかれた状況を「識別」する。その上で、衝突

の可能性などこれから起こりうることを「予測」し、安全を保つために最適な運転や、目的地に

到達するための経路を計画して「実行」する。このように、具体的なサービスにおいては、様々

な機能が分野に適した形で組み合わさって実用化されることを指導した。 

 

(4)AI 活用のメリット・デメリット 

 AI を活用することのメリット・デメリットについて取り上げる。新たな技術である AI が社会

に与える影響、そして私たちの生活にどのように関連してくるのかについて、既存の技術との関

わりを含めながらメリット・デメリットについて考させた。この学習内容を通して、様々な視点

から AI について考えることを可能になる。 

 中学生を対象とした指導の中では、AI 活用のメリットとして、実際に AI が搭載された製品を

例に挙げ、それらが我々の生活とどのように関わってくるのか考えさせた。本実践では、エアコ

ンやスマートフォン、自動翻訳アプリケーションについて取り上げた。また、AI活用のデメリッ

トとして、AIを活用することで起こる弊害について考え、新たな技術の在り方について考えさせ

ながら、学習を展開した。 

 

(5)これからの未来と AIとの関わり方 

 AIの進化は、私たちの生活と密接に関係している。そのため、AIが今以上に普及した時代にお

いて、どのように現在の職業が変化していくのかについて取り上げることで、技術の進展が我々

の生活に大きな影響を与えることを考えさせた。 

 これから先の社会は、AIをどのように扱っていくべきかを考える必要があり、AIの活用能力が

求められることを示した。そこで学んだ内容を活用し、現在の生活における問題点を挙げ、課題

を設定しそれらを解決するための活用方法を考えさせた。これらについては、中学校学習指導要

領解説（平成 29 年度告示）技術・家庭編の技術分野「Ｄ 情報の技術（４）」とも一致する。そ

うすることで、未来への見通しを持つと共に、技術の見方・考え方を活用しながら、考えを働か

せることが可能であり、技術分野の目的を果たすことができると考えられる。 
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３. 授業実践 

 

3-1 実践期日 

 2019 年前期に中学校技術・家庭科（技術分野）の「Ｄ 情報の技術」（４）に位置づけ、１時

間を配当して授業を実施した。 

 

3-2 対象 

 対象は、公立 A 中学校３年生 137 名、公立 B 中学校２年生 40 名の合計 177 名を対象に授業実践を

行った。 

 

3-3 学習目標 

 学習目標は、「生活の中で活用されている人工知能を確認すると共に、その仕組みについて触

れ、それらを通してこれからの生活がどう変わるかを考えよう」と設定した。 

 

3-4 授業展開と学習内容 

 授業実践の流れを下記に示す。 

①身近にある自動化された製品の確認 

 AIが搭載されている製品とそうでないものの２つに分類し、その差異がどこにあるのか確認し

た。ここでは、身近にある自動化された製品を挙げ、その中で AIの搭載されている製品としてエ

アコンを例に話を進めた。生徒たちはテレビのコマーシャルなどで得た情報をもとに全体でエア

コンには AI が搭載されていることやその性能について確認した。生徒たちに、AI の搭載の有無

による生活における差異はどう現れるのかについて考察させた。 

②AI とロボットの違い 

 AIとロボットを混同している生徒が多いため、AIとロボットの違いを生徒の身近なものを事例

に挙げ説明した。ここでは AIとロボットの利点・欠点に触れながら説明を行い、AIを活用するこ

とで起こる可能性のある弊害について考えることで、AI を使いこなすためにも AI についての正

しい知識を習得する必要があること確認することをねらいとした。 

 具体的な事例は、ソフトバンクが開発した、「Pepper」15)というロボットが、「感情エンジン」

と「クラウド AI(いろんなデバイスを通じて消費者を支援するサービスのこと)」を活用すること

で、接客などの業務が効果的に行われている事例を紹介した。 

③AI が搭載された製品の紹介 

 ①で挙がった製品以外の AIが利用されている製品の事例紹介を行った。スマートフォンで文字

を打ちこむと、変換予想欄が出てくる機種がある。この機能を「予測変換」といい、今までは任

意の文章や文章全体で出現しやすい単語などを考慮した変換を行うことができなかったが AI を

搭載した変換を行うことで、文脈を考慮した予測変換を可能にした。実践では、これら AIが組み

込まれた漢字変換と、そうではない漢字変換を比較・確認した。 

 また、数多くの言語の通訳を行うことができる自動翻訳アプリケーションを例に挙げ紹介した。

本授業実践で紹介したものは、カメラ機能付き自動翻訳アプリケーション 16)である。こちらは翻

訳機能の中核を担う言語解析はもちろん、カメラによる画像解析も可能になっている。ここでは、

オリンピックに多くの外国人が訪れ、彼らに対してスムーズな会話や説明ができそうであること
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を示し、最新の技術が日常における問題の解決の一端を担っていることに気づかせることをねら

いとした。 

④身近な AIがもたらす影響 

 身近にある AI を搭載した製品が私たちの生活にどのような影響を与えているのかを生徒に考

えさせ、意見を交流させた。③で取り上げた AIを搭載した製品をもとに我々に良い影響を与えて

いるのか、または悪い影響を与えているのか、この２つの側面から AIの活用について考えた。ま

た、グループでの交流によって様々な視点から新たな技術について考える必要があることを気づ

かせた。 

⑤AI を支える学習機能について 

 本実践においては、AIの学習方法として、「機械学習」を選択し、これらが活用されているサ

ービスを例に挙げながら説明した。機械学習が活用されているものとして、動画配信アプリケー

ションのおすすめ機能を例として紹介した。 

⑥AI の機能領域について 

 AIを支える技術の一つである AIの機能領域についての説明を行った。今回の実践において「予

測」、「音声認識」、「言語解析」、「画像解析」、「デザイン」の５つを選択した。 

 この５つを選択した理由として、在間ら（2019）17)において AIのイメージを調査した際に挙げ

られた意見の中で多かった機能、かつ中学生が想定しやすい身近にある機能として、この５つを

選択した。 

⑦AI の活用による問題解決 

 ①～⑥の学習をふまえて、今後の社会はどうなっていくのかという視点で「将来の AIの活用方

法」について個人で考えさせ、ワークシートに記入させた。この活動を通して、自らの生活にお

ける問題点を見つけ、課題を設定し、AI技術を用いて問題の解決に努めることで、問題解決能力

を養うと共に、AI技術に関する知識の定着と AI活用能力の育成をねらいとした。 

⑧AI の活用方法の意見交換 

 個人で考えた AIの活用方法をグループで共有させた。その後、全体に共有するための発表時間

を設けた。対話的な活動を通して、コミュニケーション能力を育むと共に、意見を共有すること

で新たな発見や気づきが生まれ、よりよい活用方法を考えさせることを目的とした。 

⑨技術の発展による未来の職業 

 「技術によってこれからの社会はどのように変化していくのか」という視点から、今後の職業

はどうなるかを考えさせた。最初に、今後無くなることが想定される職業を考え、次に将来発展

することが想定させる職業を考えさせた。 

⑩技術の発展によるこれからの社会 

 AIがさらに発展する社会について説明を行い、先ほどの職業の変化をふまえながら、技術の見

方・考え方を働かせ、これからの未来を生き抜くため、AIとどのように付き合っていくか(共存)

の見通しを持たせた。さらに、2045 年問題としてシンギュラリティ（技術的特異点）18)について

も簡単に触れた。 

⑪AI 活用のメリット・デメリット 

 本実践で得た知識をもとに AIを活用することで私たちの生活、そして社会にどのような影響を

与えるのかを考えさせた。この内容を取り上げるねらいは、今までの技術分野で養った技術の見

方・考え方を働かせ、新たな技術を吟味し、選択することである。 
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3-5  生徒の反応 

 授業実践の様子を図１に示す。多くの生徒は、AIに興味・関心を寄せており、獲得した AIに関

する知識をもとに、話し合い活動が積極的に行われていた。この話し合い活動を通して、AIの捉

え方が、自分と友人では異なることを認識し、さらなる学習が必要であると認識していた。特に、

これからの社会において、AIを効率的に活用方法することの大切さを指摘し合い、共有していた。 

図１ 授業実践の様子 

４. 調査 

 

4-1 調査方法および調査項目 

 学習効果を確認するために、授業前と授業後にアンケート調査を行った。また、ワークシート

の記述内容についても分類・整理を行った。 

 事前調査は、問１の「AI を学ぶ必要性」、問２「AIへの興味・関心」、問３「AI が身近である

か」、問４「AIは普段の生活で役に立つか」、問５「AI は将来的に役に立つか」、問６「AI は生

活を豊かにできるか」を４件法で尋ね、生徒の実態を把握することとした。 

 事後調査は、問１「AI を学ぶ必要性」、問２「AI への興味・関心」、問３「AI が身近である

か」、問４「AIは普段の生活で役に立つか」、問５「AI は将来的に役に立つか」、問６「AI は生

活を豊かにできるか」、問７「授業の理解度」を４件法で尋ね、生徒の実態を把握することとし

た。４件法で求めた回答は数量化し、平均と標準偏差を求めた。また、問８「感想」は記述形式で

尋ねた。事前調査の項目は表１、事後調査の項目は表２に示す。 

 

表１ 事前調査項目 

 

  No.   事 前 調 査 項 目 

 

1. AI について学ぶ必要があると思いますか。 

2. AI について興味・関心がありますか。 

3. AI を身近なものだと思いますか。 

4. AI は普段の生活で役に立つと思いますか。 

5. AI は将来的に役に立つと思いますか。 

6. AI を活用することで生活を豊かにすることができると思いますか。 
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表２ 事後調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 調査結果と考察 

 質問紙による事前・事後調査の結果を表３に示す。調査シートの回答で，160 名分を有効回答

(有効回答率 90.1％)として処理を施した。 

 

表３ 事前・事後調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問１「AIを学ぶ必要性」は、平均が 3.01、問２「AIへの興味・関心」は平均が 2.83という値

を示した。これらの結果から、AIに関して学ぶ必要性はある程度見いだしているが、AIに関する

興味・関心は高いものではないことが分かる。 

 問３「AIが身近であるか」は、平均 3.19と高い値を示した。この結果から、身近に AIが存在

していることに気づいていることが推察される。 

 問４「AI は普段の生活で役に立つか」は、平均が 3.15という値を示した。この結果から、生徒

らはある程度 AIの有用性を見いだしていることが推察される。 

 問５「AI は将来的に役に立つか」は平均が 3.44と高い値を示した。この結果から、将来的な AI

に対しての期待値が高いことが推察される。 

 問６「AIは生活を豊かにできるか」は、平均が 3.13と、問５の結果と母平均の差の検定を行っ

 

   No.  事 後 調 査 項 目 

 

1. AI について学ぶ必要があると思いますか。 

2. AI について興味・関心がありますか。 

3. AI を身近なものだと思いますか。 

4. AI は普段の生活で役に立つと思いますか。 

5. AI は将来的に役に立つと思いますか。 

6. AI を活用することで生活を豊かにすることができると思いますか。 

7. 今回の授業の内容を理解できましたか。 

8. 感想（自由記述） 

 

 

 

  No.調査項目           事前  S.D.   事後   S.D. 検定 

 

 1.AI を学ぶ必要性            3.01  0.82    3.77   0.49  ** 

 2.AI への興味・関心          2.83  0.84    3.72   0.50  ** 

 3.AI が身近であるか          3.19  0.81    3.48   0.71  ** 

 4.AI は生活の役に立つか      3.15  0.72    3.66   0.54  ** 

 5.AI は将来的に役に立つか。  3.44  0.69    3.65   0.60  n.s. 

 6.AI は生活を豊かにできるか  3.13  0.78    3.74   0.53  ** 

 7.授業の理解度                 -    -      3.50   0.71 
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た結果（t(159)=5.63、p<0.01）、有意差が確認され、低い値であることが示された。その理由と

して、AI に対する期待はあるが、それらを有効的に活用していく力を備えていない、または自信

がないため、このような結果になったと推察される。 

 次に、事後調査結果の分析を下記に記す。問１「AIを学ぶ必要性」は、平均が3.77と高い数値

を示し、統計処理の結果、有意的な差がみられた（t(159)=10.49、p<0.01）。 
その理由として、本実践を通して、「AIの有用性に気がついたこと」や「未来について考え視野

が広がった」という感想が多く確認された。 

 問２「AIへの興味・関心」は、平均が 3.72という高い値を示した。統計処理の結果、有意的な

差がみられ（t(159)=11.79、p<0.01）本授業において、AIに関する興味・関心が向上したことが

確認できた。 

 問３「AIが身近であるか」は、平均が3.48という値を示し、統計処理の結果、有意的な差がみ

られた（t(159)=8.94、p<0.01）。本実践において、活用事例を挙げることでAIに親近感を抱いた

ことが主な要因であると考えられる。 
 問４「AIは普段の生活で役に立つか」は、平均が3.66という値を示した。統計処理の結果

（t(159)=9.17、p<0.01）、有意に向上していることが確認でき、その理由として自らの生活にお

ける問題を見つけ課題解決のためのAIの活用方法を見いだしたことでAIの有用性に気づいたから

であると推察される。 

 問５「AIは将来的に役に立つか」は、平均が 3.65という値を示した。こちらは事前調査との差

異が確認されなかった。その理由として、本実践以前から、AIへの期待値が高い傾向があり、天

井効果のためだと推察される。 

 問６「AIは生活を豊かにできるか」は、平均が3.74と非常に高い値を示し、統計処理の結果、

有意的な差がみられた（t(159)=7.19、p<0.01）。AIに関する学習を通して、身の回りの生活の利

便性を向上させる技術として認識できたことが確認された。 

 問７「授業の理解度」は、平均が3.50と非常に高い値を示し、本授業内容が理解されたことが

示された。 

 以上の調査結果より、本実践を通して、AIに関する知識理解が高まり、これからの時代に台頭

するであろう AIに関して学習する必要性を生徒自身が感じていることが推察される。 

 

4-3 自由記述の調査 

(1)自由記述の調査結果 

 自由記述をまとめると、「AI のさらなる学習の必要性」、「AIの未来」の意見に集約すること

ができた。 

  「AI のさらなる学習の必要性」については、「AIについて難しいと思っていたが、今回の授業

である程度分かった」、「もっと深く学習したい」、「さらに進化する AIについて知りたい」と

いった、生徒の AIに関する興味・関心を高めると共に発展的な学習を望む意見が確認された。身

近にある AIを事例に、その仕組みを簡単に説明した効果であると推察される。しかし、事例の提

示のみで、具体的な活動までには及んでいなかったので、さらなる体験的な学習活動を望む意見

がみられた。 

 「AIの未来」については、「肯定的な意見（51件）」、「条件付き肯定（中立）意見（22件）」、

「否定的（不安視する）な意見（31 件）」の３観点で意見が出されていた。 
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  「肯定的な意見（51 件）」は、「予測変換や動画サイトなど様々な分野で活用されている AIに

対して、これからの社会での必要性を感じた」、「AIが発達すれば世の中がもっと便利で豊かに

なる」、「今日の授業から、AI ができないようなことを人間が創り出していきたいと思った」、

「AI を上手く活用して共存していけるようにしたい」などが挙げられた。本実践から、これから

の社会を生き抜くために、AIに関する一定の知識が必要であることの認識を高めたことが推察さ

れる。 

 「条件付き肯定（中立）意見（22件）」は、「AIはとても便利だが、使い方を間違えると大変」、

「AI は人間の生活を豊かにするものだと思っていたが、マイナスの作用もあることを知り、気を

付けないといけない」、「便利と不便は表裏一体」、「AIは私たちがこれから生活するにあたっ

てとても重要であるが危険なものでもあることが分かりました」などが挙げられた。これらから、

AIが社会に与える影響を様々な視点から考えていることが推察される。 

 「否定的な生徒の意見（31件）」は、「AIが生活の役に立っていることは分かるが、AIが発展

していくことで私たちの仕事が無くなり、生活が脅かされるのではないかという不安が大きい」、

「AI が人類の敵になりそうで怖い」、「便利であるという認識は持ったが、AIが怖いものという

印象が薄れない」、「遠い存在だと思っていたが身近であると感じ、人間が淘汰されるのではな

いか不安です」などの意見も確認できた。これらから、本実践を通して、AIの有用性については

理解しているが、それ以上に未来で AIが及ぼす影響に恐怖心を抱いていることが推察される。 

 

4-4 ワークシートの記述 

 ⑦「AIの活用による問題解決」で活用したワークシートの記入をもとに生徒が考えた未来の技

術を分類した。分類・整理の結果は、表４に示す通りである。予測を活用した事例が多く挙げら

れ、AIはデータをもとに推測するという能力に長けていると考える生徒が多くいることが確認で

きた。また、生徒の人数よりも多い意見の数が出てきており、AI技術を複数組み合わせることで

よりよい効果・機能が得られると考える生徒が多数おり、問題を解決する態度が養われたと推察

される。 

 

表４ ワークシートにおける AIの活用方法 

 

 

 

 機能領域  (件数)  AI技術の活用方法(件数)           ＜主な機能領域＞ 

 

  予測   （126件）〇学習内容の選定、学習の補助(61件)    ＜予測、デザイン、言語解析＞ 

  デザイン （84件） 〇部活動、スポーツに関する AI(25件)     ＜予測、デザイン、画像解析＞  

  画像解析 （61件） 〇献立の提案（33件）                   ＜予測、画像解析＞ 

  言語解析 （48件） 〇翻訳機能搭載機器（17件）             ＜音声認識、言語解析、画像解析＞ 

  音声認識 （39件） 〇介護福祉に関する（10件）             ＜音声認識、画像解析、言語解析＞ 

  その他   （17件） 
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５. 結言 

 

 以上、本研究では、技術分野において、これからの社会に位置付くことが想定される AIについ

て適切に理解するための学習内容を選定すると共に、指導過程を検討し授業実践を行い、その効

果を検証した。本実践で得た知見を下記にまとめる。 

1) 先行研究の調査から、中学校技術分野で AI について学習する際の学習内容を「AI の捉え」、

「AI の学習方法（機械学習）」、「AI 活用のメリット・デメリット」、「AI の機能」、「こ

れからの未来と AIとの関わり方」の５つを選定した。 

2) 対象の中学生のレディネスとして、学習以前に AI が人間の役に立つものであると認識してる

実態が確認された。 

3) 授業実践を通して、AIに関する知識・理解が高まり、AIが生活に役立つと共に、生活を豊かに

する認識が高まった。 

4) ワークシートの分類・整理を通して、AI技術を組み合わせて活用することでより生活を豊かに

することが可能であることを生徒自身が気づくことができた。 

 以上の結果より、提案した AIを学習する学習内容・指導方法は、AIに対する興味・関心を高め

ると共に、これらを身近な課題として捉えさせることができ、どのように活用したらよいかの具

体例を示すことができた。今後は、具体的な体験活動を盛り込んだ指導展開を検討し、授業実践

でその効果を検証したい。 
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Abstract 
 

 

 The Cabinet Office has announced plans to acquire basic literacy in Artificial Intelligence and 
data science as part of human resource development to create a new society. Furthermore, there 
are learning activities using Artificial Intelligence as a subject being carried out in junior high 
school technology and home economics (technology education) classes, generating requests for 
specific teaching contents and subject development. Therefore, in this study, we selected the 
learning contents needed to understand Artificial Intelligence in the technology education and 
verified their effects through actual teaching. We selected five learning contents related to 
Artificial Intelligence: "Understanding Artificial Intelligence", "Artificial Intelligence Learning 
Methods (Machine Learning)", "Advantages and Disadvantages of Using Artificial 
Intelligence", "Artificial Intelligence Functions", and "How Is Artificial Intelligence Involved in 
Future Society". As a result of the lesson practice, we managed to improve our knowledge and 
understanding of Artificial Intelligence and figure out its roles and how we will coexistence with 
it in the future society. 
 

Keywords：AI literacy, Technology education，Information technology，Lesson practice，
Guidance process 
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